
表
ベ
ル
ナ
ー
ル
博
士
の
、
漢
方
薬
の
研
究
は
、
東
洋
か
ら
の
近
代
文

明
へ
の
貢
献
に
な
る
と
い
う
説
は
格
調
高
い
も
の
で
あ
る
。
四
漢
方

医
学
、
中
医
学
と
い
う
よ
り
、
漢
方
薬
、
中
薬
に
関
し
て
議
論
さ
れ

た
こ
と
。
⑤
日
本
で
は
す
で
に
漢
方
薬
研
究
を
行
う
臨
床
施
設
が
あ

り
、
国
内
委
員
会
も
す
で
に
で
き
て
い
る
な
ど
の
事
実
誤
認
が
あ
っ

た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

今
回
は
、
こ
の
討
議
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
今
後
、
中
国
、
日

本
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
の
こ
の
会
議
に
の
ぞ
ん
だ
背
景
、
時
代
状

況
、
そ
の
後
の
経
過
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
・
難
治
疾
患
研
究
所
／
北
里
研
究
所

附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

大
東
亜
戦
争
は
日
本
が
そ
の
総
力
を
傾
け
尽
し
た
戦
い
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
時
ま
で
に
軍
の
動
員
し
た
歩
兵
師
団

の
数
は
一
六
九
師
団
に
及
ん
だ
。
国
運
を
賭
し
て
戦
っ
た
と
い
わ
れ

る
日
露
戦
争
で
さ
え
、
動
員
し
た
師
団
は
一
三
個
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
計
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
戦
場
も
中
国
、
満
州
の
大
陸
、
マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
等

の
南
方
諸
国
、
樺
太
、
千
島
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
の
北
方
諸
島
、
南

部
、
中
部
太
平
洋
の
島
喚
と
広
範
な
地
域
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
師
団
は
「
戦
略
単
位
」
と
呼
ば
れ
作
戦
の
中
核
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
師
団
は
画
一
で
は
な
く
、
作
戦
時
の

任
務
、
戦
場
の
地
域
特
性
に
よ
り
、
異
な
る
編
制
を
も
つ
師
団
が
編

成
さ
れ
た
。
本
大
戦
下
で
創
設
さ
れ
た
師
団
の
型
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。一

三
単
位
師
団

大
東
亜
戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院

黒
澤
嘉
幸

（106） 106



昭
和
十
二
年
、
極
東
ソ
連
軍
の
増
強
に
対
応
す
る
た
め
、
歩
兵
四

個
連
隊
を
基
幹
と
す
る
師
団
を
、
三
個
を
基
幹
と
す
る
師
団
に
変
更

し
た
。二

警
備
師
団

戦
場
が
拡
大
す
る
と
、
戦
闘
地
域
と
占
領
地
域
が
分
れ
る
。
こ
の

占
領
地
域
を
警
備
す
る
師
団
が
創
設
さ
れ
た
。

三
海
洋
師
団

昭
和
十
八
年
、
中
部
太
平
洋
海
域
の
島
喚
防
衛
の
た
め
創
ら
、
れ
た

師
団
で
あ
る
。

四
沿
岸
師
団

昭
和
二
十
年
二
月
以
降
、
本
土
決
戦
の
た
め
沿
岸
等
に
配
置
さ
れ

た
も
の
で
、
機
動
性
が
少
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
地
域
を
死
守
す
る

任
務
を
も
っ
た
師
団
で
あ
る
。
完
結
し
な
い
で
終
戦
を
迎
え
た
も
の

が
多
か
っ
た
。

野
戦
病
院
は
師
団
の
救
急
治
療
の
中
核
と
な
る
医
療
機
関
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
本
体
で
あ
る
師
団
の
編
制
が
改
正
さ
れ
れ

ば
野
戦
病
院
の
編
制
も
改
正
さ
れ
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
戦
時
中
、
新
し
い
師
団
を
創
出
す
る
ご
と
に
形
式

の
異
な
る
野
戦
病
院
が
生
み
出
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
蕊
こ
れ
ら
の
野
戦
病
院
の
特
性
に
つ
い
て
調
査
さ

れ
た
も
の
は
な
い
。

昭
和
十
二
年
以
前
の
師
団
内
の
衛
生
機
関
（
治
療
後
送
部
隊
）
は

隊
付
部
員
ｌ
師
団
衛
生
隊
ｌ
野
戦
病
院
（
四
個
）
の
体
系
で
あ
っ

た
。

㈲
隊
付
部
員

隊
付
部
員
は
隊
に
属
し
て
応
急
手
当
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

◎
衛
生
隊

衛
生
隊
と
は
第
一
線
か
ら
傷
者
を
担
架
で
運
ん
で
収
容
し
、
応
急

治
療
を
施
し
た
後
、
さ
ら
に
担
架
ま
た
は
患
者
車
で
傷
者
を
野
戦
病

院
ま
で
後
送
す
る
部
隊
で
あ
る
。
師
団
長
に
直
属
す
る
。

白
野
戦
病
院

野
戦
病
院
は
師
団
に
四
個
設
置
さ
れ
、
患
者
の
応
急
治
療
を
完
成

す
る
機
関
で
、
四
個
の
そ
れ
ぞ
れ
は
師
団
長
に
直
属
し
て
い
た
。

昭
和
十
一
年
、
軍
で
は
師
団
の
指
揮
単
位
を
少
な
く
し
、
そ
の
運

用
を
簡
明
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
強
ま
っ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
昭
和
十
一
年
、
参
謀
本
部
員
と
軍
医
学
校
員
と
の
会
合
の
際
、

参
謀
本
部
側
か
ら
衛
生
隊
と
野
戦
病
院
の
統
合
化
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
案
は
、
昭
和
十
五
年
の
作
戦
要
務
令
改
正
に
あ
た
っ
て
、
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衛
生
隊
と
野
戦
病
院
を
統
括
し
た
新
し
い
「
衛
生
隊
」
を
規
定
す
る

形
で
実
現
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
大

東
亜
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
施
行
に
至
ら
ず
、
多
く
の
師
団
は
従

来
の
型
で
戦
場
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
十
八
年
以
降
の
新
師

団
創
出
に
あ
た
っ
て
、
前
述
の
案
が
色
濃
く
惨
ん
だ
野
戦
機
関
が
創

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

㈲
警
備
師
団
野
戦
病
院

師
団
に
一
つ
の
野
戦
病
院
で
、
後
送
・
治
療
能
力
を
有
す
る
。

口
海
洋
師
団
野
戦
病
院

師
団
に
一
個
で
、
三
個
野
戦
病
院
（
従
来
型
）
の
能
力
を
有
す
る
。

白
沿
岸
師
団
野
戦
病
院

師
団
に
一
つ
で
、
従
来
型
と
大
同
小
異
の
野
戦
病
院
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
野
戦
病
院
が
各
種
編
成
さ
れ
た
が
、
昭
和

二
十
年
八
月
時
点
に
お
い
て
、
編
成
完
了
し
た
も
の
、
玉
砕
し
た
病

院
、
編
成
完
結
途
中
の
も
の
を
含
め
、
そ
の
総
数
は
二
九
七
野
戦
病

院
に
及
ん
だ
。

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

江
戸
時
代
の
眼
科
諸
流
派
に
つ
い
て
、
小
川
剣
三
郎
『
日
本
眼
科

学
史
』
、
福
島
義
一
『
日
本
眼
科
全
書
（
眼
科
史
）
』
、
中
泉
行
正
『
明

治
前
日
本
眼
科
史
』
、
富
士
川
溝
『
富
士
川
瀞
著
作
集
』
並
び
に
、
『
京

都
大
学
図
書
館
富
士
川
本
目
録
』
、
『
東
京
大
学
総
合
図
書
館
古
医
学

書
目
録
」
、
『
研
医
会
図
書
館
蔵
書
目
録
』
ほ
か
の
資
料
か
ら
採
集
し

た
六
七
流
派
に
つ
い
て
、
各
流
派
毎
に
始
祖
、
主
た
る
活
躍
地
、
秘

伝
書
名
、
秘
伝
書
所
在
地
、
寺
院
と
の
関
連
の
有
無
に
つ
い
て
調
べ

た
。
と
く
に
こ
の
う
ち
京
都
に
関
連
の
深
い
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
た
、
秘
伝
書
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
秘
密
主
義
の
時
代
か

ら
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
平
易
な
文
章
表
現
の
医
学
害
に
発
展
さ

れ
る
手
術
法
、
治
療
法
な
ど
に
よ
り
、
し
だ
い
に
、
派
、
流
の
独
占

す
る
秘
伝
を
維
持
で
き
な
く
な
る
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
各
流
派
の

消
長
と
そ
れ
ぞ
れ
の
秘
伝
書
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

京
都
に
お
け
る
眼
科
流
派
と
秘
伝
書

奥
沢
康
正

（
京
都
府
京
都
市
）
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